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　箱根駅伝予選会は10月14日、東京・立川市で行われ、中央  

２大会ぶり91度目の出場権を獲得した。

箱根駅伝
２年ぶり出 
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 大学は3位で通過し、

　陸上自衛隊立川駐屯地から市街

地を通り、国営昭和記念公園をゴー

ルとする20㌔コースに関東の49大

学、656選手がエントリーした。各

チーム上位10人の合計タイムで争

われ、10位までが来年正月の箱根

駅伝に出場できる。

　スタートラインは陸自の滑走路

だ。大勢の選手が一斉に走り始め

ると、敷地の広さが感じられない。

箱根出場にかける参加校選手と関

係者らの熱い気持ちを一面に敷い

たようである。

　外国人留学生が先頭集団をつ

くった。第２集団に各校のトップ

ランナー。ここに中大３選手の顔

が見えた。舟津彰馬主将（経２）、中

山顕（法３）、堀尾謙介（経３）各選

手。

　市街地を走り、記念公園に入る。

沿道はファンや応援者らで、もう

これ以上入る余地がないほどの超

満員。『Ｃ　中央大学』と大書した

「のぼり」が、至るところでそびえ

立つ。

　第２集団で先の中大３人が大健

闘している。後続では４年生の竹

内大地（法4）と江連崇裕（経4）両選

手が、前後２つの集団でペースメー

カーを務めた。

　この先10 ～15㌔がポイントだ。

昨年はこのあたりから失速したが、

全部員で復活を誓った今年は違っ

た。まなじりを決し、前へ前へと出

る。

　コース終盤の公園内、藤原正和

監督が人垣の向こうから伸び上

がって声を掛ける。「ラスト100（㍍）

だ、絞り出せ！」。コース各所で出

場12選手のレース展開を見る、ア

ドバイスを送る。移動―移動のた

め、ベストポジションでの声掛け

がままならない。

　コース脇に用意された、ファン

手作りのメッセージボード『復活　

Ｃ　中大』などが選手を激励する。

800人の中大応援者

　中山選手が日本人ランナー２着

の８位でゴールイン。タイムは59

分36秒。舟津、堀尾両選手がやはり

１時間を切る好タイムで14位、17

位と続いた。

　１年生の畝拓夢（法1）、池田勘汰

（商1）、川崎新太郎（経1）が33位、

74位、126位と力を振り絞った。上

位10人目となる神﨑裕選手（文３）

が１時間01分28秒でフィニッシュ。

　公園内の控えエリア。次々と戻っ

てくる選手は納得顔だ。集計タイ

ムは昨年（11位）より11分ほど短

縮した。出場12選手、この日はサ

ポートに回った部員、中大駅伝メ

ンバー、一人一人の努力の成果で

ある。成績発表が待ち遠しい雰囲

気になった。

　１位・帝京大学。２位・大東文化

大学。この後だ。「３位・中央大学」

とアナウンスされると選手たちは

「やった！」「ウォー」とこぶしを突

き上げ、体をぶつけあって喜びを

あらわにした。チームメイトはみ

んな笑顔。藤原監督は中大ファン

から握手攻めにあっている。

　応援にかけつけた中大ファン・関

係者は約800人。選手の親が泣いて

いる。女子学生２人が歓喜と感涙

のハグ。オールドファンは目頭を

押さえている。箱根出場は多くの

人に喜びと幸せをもたらしてくれ

る。

予選会３位で２大会ぶりの箱根駅伝出場を決め、
大喜びする中大の選手たち
（写真提供＝共同通信社）

場！
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　中山選手は「他校の選手と勝負

できたのが良かった」とレベルアッ

プを口にして、「よりいっそう頑張

ります」と決意を新たにした。

　堀尾選手は「11月の１万㍍記録

会で藤原監督が持つ中大記録を更

新して箱根へ勢いをつけたい」と

目を輝かせた。

　２年生の舟津主将は「ここ（予選

会）には２度と戻ってこないよう

にしたい。箱根ではシード権を取

り、個人では区間賞」と力強く話し

た。

　前回の正月は出場できず、寂し

い思いをしただけに箱根・復活出

場の喜びはひとしおである。

応援が選手の力になる

　中大ＯＢで就任２年目の藤原監

督は、中大駅伝ブログを通じて心

境を明かし、全国の中大ファンへ

メッセージを送った。

　『長く苦しい１年で

した。しかし、選手た

ちが主体性を持って乗

り越えてくれたこと

で、このチームは生ま

れ変わったと思いま

す。今日は、初めてス

タッフの予想を上回る結果を出し

てくれました。彼らの成長には本

当に驚かされています。明日から

またもう一度、気を引き締め、本戦

でシード権を獲得するべく全員で

精進してまいります。苦労してき

た４年生を今日引退させることな

く本戦へ連れていけ、これから２

カ月半、一緒にやれることが本当

に嬉しいです』

　同監督は、卒業生の祭典『ホーム

カミングデー』（10月22日・多摩キャ

ンパス）の応援企画～箱根駅伝　

わが青春～でも会場のＯＢ・ＯＧ

らに感謝した。

　「声援が選手の力になっていま

す。ありがとうございます」

　シード権を取るために箱根駅伝

の総合記録を精査して、「この10年

ほどで10分速くなっています」と

スピード勝負を予測。「戦国駅伝で

すから、ちょっとしたミスで大き

く変わってきます」と警戒する。

　「テーマはチャレンジです」。予

選を突破した。次は６大会ぶりの

シード権獲得へ。本大会最多14度

の総合優勝を誇る名門中大の、新

たな挑戦が始まった。

■総合成績
順位 チーム名 記録

1 帝京大 10時間04分58秒

2 大東文化大 10時間05分45秒

3 中大 10時間06分03秒
4 山梨学院大 10時間06分21秒

5 拓殖大 10時間06分27秒

6 国学院大 10時間07分35秒

7 国士舘大 10時間07分47秒

8 城西大 10時間08分50秒

9 上武大 10時間09分42秒

10 東京国際大 10時間10分34秒

■中大選手成績
順位 記録 選手名 学部学年

8 59分36秒 中山　顕 法３

14 59分48秒 舟津　彰馬 経２

17 59分49秒 堀尾　謙介 経３

33 1時間00分22秒 畝　　拓夢 法１

59 1時間00分50秒 苗村　隆広 文３

66 1時間00分53秒 竹内　大地 法４

74 1時間00分57秒 池田　勘汰 商１

75 1時間00分58秒 岩佐　快斗 経２

126 1時間01分22秒 川崎新太郎 経１

133 1時間01分28秒 神﨑　裕 文３

165 1時間01分49秒 蛭田　雄大 経４

180 1時間02分01秒 江連　崇裕 経４

予選会突破を目指して力走する江連、蛭田、神﨑各選手ら

第94回東京箱根間往復大学駅伝
2018年1月2～3日

東京・大手町―神奈川・箱根町


